（様式1-2）

折りたたみ式箱型器材購入費助成金交付申請書

	　　　年　月　日


（あて先）札 幌 市 長

	団体等名
	

	団体代表者
	住　所
	〒　　　－

　　　　区

	
	氏　名
	（肩書）
　　　　　

	
	電　話
	


　札幌市ごみステーション管理器材購入費助成金交付要綱第３条第１項２号に定める下記要件に従い、ごみステーション管理器材を適正に利用及び管理しますので、同要綱第５条第１項の規定により、助成金の交付を申請します。+
	購入予定
登録販売店
	


	購入予定管理器材

	区分
	寸法（ｍ）

　　　　　幅×奥行×高さ
	単価※
(円)

A
	数量

B
	金額※
(円)

C＝A×B

	折りたたみ式箱型器材
	幅　　　 　ｍ　×　奥行　　　ｍ　×　高さ　　　　ｍ
	
	
	

	
	幅　　　　ｍ　×　奥行　　　ｍ　×　高さ　　　　ｍ
	
	
	

	
	幅　　　　ｍ　×　奥行　　　ｍ　×　高さ　　　　ｍ
	
	
	

	
	幅　　　　ｍ　×　奥行　　　ｍ　×　高さ　　　　ｍ
	
	
	

	
	幅　　　　ｍ　×　奥行　　　ｍ　×　高さ　　　　ｍ
	
	
	


※　消費税込みの本体価格（送料・加工料は除く）

	交付申請金額
	
	
	
	
	0
	0円
	※100円未満の端数は切り捨てる。


※　助成額は、予算の範囲内において、次のとおりとする。

　折りたたみ式箱型器材税込み本体価格の1/2（上限30,000円）
【申請に必要な添付書類】

（1）設置場所付近見取り図

（2）器材の形状図又は商品カタログ

（3）清掃事務所で承認を受けた設置計画書の写し（共同住宅所有者等のみ必須）
（様式1-2）ごみステーション管理器材購入費助成金
誓約書

　ごみステーション管理器材を購入する場合の助成金について申請し、交付を受けるにあたり、以下の誓約事項をすべて確認し、同意いただける場合のみチェック欄にチェックを入れてください。
（チェックの例：☑　■　等）
　　注）同意いただけない場合は、申込みを受付することはできません。
	誓約事項
	チェック欄

	札幌市暴力団の排除の推進に関する条例(平成25年条例第６号。以下「暴排条例」という。)第２条第１号に規定する暴力団ではないことを誓約します。
	□

	暴排条例第２条第２号に規定する暴力団員、暴排条例第７条第１項に規定する暴力団関係事業者ではないことを誓約いたします。
	□

	助成事業の目的等に照らし、助成金の交付を受けることが公益上不適当と認められる法令違反をしていないことを誓約いたします。
	□


ア　１か所のごみステーションにつき、ネット・サークルであれば１組、折りたたみ式箱型器材であれば１基を設置すること。ただし、折りたたみ式箱型器材については、利用世帯数、道路幅、ごみステーションの管理状況、排出状況等から総合的に判断し、所管の清掃事務所長が事情やむを得ないと認め、かつ適正に管理できるものと認めた場合に限り、２基を設置すること、又は折りたたみ式箱型器材１基と一時的にごみ量が増えた際に臨時使用するネット・サークル1組を併設することができる。


イ  器材の大きさは、設置場所の通行に支障のない大きさとすること。


ウ　収集後は器材を折りたたみ、通行に危険や支障が生じないよう保管すること。


エ　設置者は、ごみ収集作業終了後は、不適正排出物などの残置物を別途適正に管理のうえ、管理器材を折りたたむこと。


オ　管理器材の破損については、設置者が責任を負うこと。


カ　設置された管理器材に起因する事故等があった場合の責任は、設置者が負うこと。





裏面








